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中
里
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
北
区
上
中
里

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
三
年

（昭
５８
）
四
月
ゼ

一
九
八
四
年

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
中
里
遺
跡
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
永ヽ
峯
光

一
。
古
泉
　
弘

５
　
遺
跡
の
種
類
　
郡
衛
関
連

・
集
落
跡
ほ
か

６
　
遺
跡
の
時
代
　
縄
文
時
代
ｉ
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

中
里
遺
跡
は
武
蔵
野
台
地
東
端
の
崖
線
直
下
の
微
高
地
上
に
形
成
さ
れ
た
遺

跡
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
の
所
在
す
る
台
地
直
上
に
は
、
近
年
の
発
掘
調
査
に
よ

っ
て
豊
島
郡
衛
に
比
定
さ
れ
て

い
る
御
殿
前
遺
跡
が
あ
り
、
ま

た
豊
島
氏
の
居
城
で
あ
る
平
塚

城
跡
擬
定
地
が
存
在
す
る
。
近

世
以
降
は
江
戸
の
近
郊
農
村
と

し
て
、
小
規
模
な
集
落
が
存
在

し
て
い
た
。
明
治
に
な
っ
て
崖

線
下
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
、
以

後
鉄
道
用
地
が
拡
大
さ
れ
て
い

っ
た
。

中
里
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
東
北
新
幹
線
建
設
に
と
も
な
っ
て
実
施
さ
れ
た
。

南
北

一
一
〇
〇
ｍ
、
発
掘
面
積
二
四
〇
〇
〇
ピ
を
測
る
。
縄
文
海
進
極
相
時
の

波
食
崖
の
検
出
、
縄
文
時
代
中
期
初
頭
の
丸
木
舟
の
出
土
な
ど
い
多
く
の
成
果

が
上
げ
ら
れ
た
。

奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
遺
構
と
し
て
溝
三
条
、
木
組
を
も
つ

落
ち
込
み
状
遺
構

一
二
基
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
遺
構
お
よ
び
遺
物
包
含

層
か
ら
出
土
し
た
遺
物
と
し
て
、
九
〇
点
の
墨
書
土
器
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。

墨
書
に
は

「豊
」
な
ど
が
み
ら
れ
、
豊
島
郡
衛
と
の
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
特
筆
さ
れ
る
遺
物
と
し
て
、
槽

。
広
鍬
未
製
品

。
陽
物
形
の
木
製

品
と
と
も
に
、
判
読
不
能
で
あ
る
が
木
簡

一
点
が
あ
る
。

近
世

・
近
代
の
遺
構
と
し
て
は
、
用
水
路
跡
そ
の
ほ
か
が
検
出
さ
れ
た
が
、

集
落
跡
全
体
を
復
元
で
き
る
よ
う
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

近
世
遺
物
の
出
土
量
は
多
く
、
そ
の
年
代
は

一
七
世
紀
か
ら

一
九
世
紀
に
わ
た

っ
て
い
る
ゃ
木
簡
は
調
査
区
中
央
や
や
北
よ
り
の
一
角
か
ら
集
中
し
て
出
上
し

た
が
、
遺
構
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

⑪
　
。
「
　
　
　
　
　
与
頭
平
山
改
須
沢

堀
之
内
邑
戊
御
城
米

米
主
伝
左
衛
門
　
」

・
「
□
□
郡
方
勤

改
人
　
一一一田
寺
秀
太
郎

」

滓
〕
『

×

∞
∞
×

∞

　

〇
滓
Ｐ
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「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一‐―
日
日
日
日
日
日
日
日
―十
一

延
方
村
亥
御
城
米米

主
伊
左
衛
門
　
」

「
南
御
郡
方

改
人
　
一二
田
寺
秀
太
郎
　
　
　
」

「
　
　
　
　
　
　
　
　
□
頭
庄
吉

芹
沢
村
酉
御
城
米

米
主
嘉
衛
門
」

「
　
　
南
御
郡
方

改
人
　
渡
□
四
郎
右
衛
門

　

」

〔部
己

一「局崎村午御床米
嗣螺朝莉中帥
」

「
　
　
　
南
御
郡
方

改
人

川
村
介
三
郎

「
　
　
　
　
　
　
　
米
主
大
森
又
吉

潮
来
村
寅
御
城
米与

頭
尚
　
七
　
」

「
　
南
御
郡
方

改
人
　
一局
岡
彦
四
郎
　
　
　
」

「
　
　
　
　
　
　
与
頭
加
藤
善
之
丞

永
山
村
寅
御
城
米

嬰
サれ
衛
門
」

米
主

「
　
南
御
郡
方

改
人
　
一二
田
寺
秀
太
郎
　
　
」

。
「

石
川
村
未
御
城
米

伊
脱
朝
脚
鞠

」

。
「
　
　
南
御
郡
方

改
人
　
伊
藤
忠
左
衛
門
　
　
」

。
「
騒
多
村
亥
御
城
米

役
撤
諭

庄 ス
刊
□

」

。
「
　
　
南
御
郡
方

改
人
　
小
林
日
日
―十
日
回
　
　
」
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元禄14年以降の水戸藩領と木簡記載村名



出
土
し
た
木
衛
は
、
合
計

一
Ｏ
Ｏ
点
で
あ
る
。
う
ち

一
点
が
〇
三
二
型
式
の

奈
良
末
を
平
安
時
代
初
頭
の
木
簡
で
、
木
組
を
も
つ
落
込
み
状
遺
構
か
ら
出
土

し
た
。
し
か
し
表
面
が
削
ら
れ
て
お
り
、
墨
書
は
判
読
で
き
な
か
っ
た
。

他
は
近
世
以
降
の
木
筒
で
あ
り
、
う
ち
六
九
点
に
判
読
可
能
な
墨
書
が
認
め

ら
れ
た
。
木
筒
は
年
貢
納
入
時
に
俵
に
打
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
、
表
に
村
名
、

納
入
年
の
十
二
支
、
納
主

（米
主
）、
貢
租
負
担
単
位
で
あ
る
組
名
を
記
し
、
裏

に
年
貢
米
を
改
め
た
水
戸
藩
南
郡
の
役
人
名
が
記
さ
れ
た
。

記
載
さ
れ
て
い
た
村
名
か
ら
、
霞
ケ
浦
沿
岸
の
水
戸
藩
領
南
郡
に
属
す
る
地

域
で
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
来
、
南
郡
の
城
米

（年
貢
米
）
は
、
舟

日

Ｈ

Ｈ

Ｈ

日

日

Ｈ

日

Ｈ

日

口

回

で
武
州
葛
西
郡
小
梅
村
の
水
戸
藩
蔵
屋
敷
に
廻
漕
さ
れ
、
定
府
で
あ
る
水
戸
藩

の
江
戸
入
用
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。

改
人
名
は
、
幕
末
に
作
成
さ
れ
た
史
料
で
あ
る

「水
戸
藩
御
規
式
」
、
「牛
込

村
御
用
留
」
な
ど
で
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
木
筒
が
安
政
二
年

頃
か
ら
明
治
六
年
頃
ま
で
の
間
に
作
成
、
使
用
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
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